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金として有望な TiAl 合金および耐腐食性に優れた CuAl 合金について，研究開発が行
われている． 
そこで本研究では，TiAl 合金および CuAl 合金について，焼結阻害要因となる安定
な酸化皮膜を，フッ素ガスにより酸化フッ化皮膜またはフッ化皮膜へと改質し，改質皮
膜が焼結性に及ぼす影響について調査を行った． 
本論文は第 1 部に TiAl 合金に関する研究，第 2 部に CuAl 合金に関する研究につ
いて述べている． 
第 1 部の第 1 章は序論として研究背景を述べた．第 2 章から第 4 章では種々の温




本研究に用いたプラズマ回転電極法から作製した TiAl 合金粉末においては，125 ºC
のフッ素化処理温度を境に，反応後の皮膜構造が大きく異なることが見いだされ， 125 
ºC以下では酸化フッ化物皮膜を主たる組成とする，また 125 ºC以上ではフッ化物を主た 
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第 2 部の第 1 章は序論として研究背景を述べた．第 2 章および第 3 章では，表面フ
ッ素化による CuAl 合金粉末の焼結性と機械特性への影響について述べた．フッ素化処
理温度 200 ºC 以下では，CuAl 合金粉末の極表面近傍のみでフッ素化が進行し，焼結特
性が向上することを示し，特にフッ素化処理条件 100 ºC の粉末において，最も焼結特
性が向上することを明らかにした．一方，300 ºC 処理においては，結晶質の CuF が粉








 以上，各章の内容をまとめ，「フッ素ガスによる Al 含有合金の表面改質処理および皮
膜構造解析に関する研究」として記した．                           ( 2014 . 9 . 30 ) 
 
 
